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1. はじめに

2020年度からの 5か年を対象とする第 2期「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」の策定を受け，全国の市区町村にお

いて，地方版総合戦略とその基礎資料にあたる地方人口ビ

ジョンの策定が進められている．人口減少下において持続

可能なまちづくりを実現するためには，町丁目などの詳細

な地域を対象とした将来人口推計が重要となる．

小地域別将来人口推計の先行事例として，国土技術政策

総合研究所による将来人口・ 世帯予測ツールや国土政策局

によるメッシュ別将来人口推計が存在する．一方で，小地

域別将来人口推計では，人口規模の小さい地域において変

化率が不安定となる少数問題（small number problem）¹⁾ や

開発などによる一時的な人口変動の影響が推計上の課題

となる．そのため，井上²⁾ や内田ら³⁾ は，これらの問題の解

消可能な将来人口推計手法を提案した．

しかし，これらの先行事例および研究では，転出入を分

離した将来人口推計がなされてこなかった． これは，小地

域・男女・年齢階級別の詳細な転出入人口データが公開さ

れていないことが一因になっていると考えられる．

そこで，本研究では，将来の社会増減の内訳を小地域別

に把握することを可能とするため，内田ら⁴⁾ が提案した小

地域別転出入人口の手法を用いて，転出入を分離した小地

域別将来人口推計を試行した．

2. 従来手法

2.1 小地域別将来人口推計
将来人口推計の代表的な手法として，コーホート要因法

およびその簡便法にあたるコーホート変化率法が存在す

る．これらの手法では，小地域を対象とした移動率やコー

ホート変化率の推定において少数問題が顕在化する．

少数問題は観測ノイズによって引き起こされ，ベイズ推

定による平滑化が有効とされる¹⁾．しかし，井上²⁾ は，将来

人口推計ではベイズ推定による平滑化効果が十分ではな

いことを指摘し，人口ポテンシャルに基づく平滑化手法を

提案した⁵⁾．

内田ら³⁾ は，将来にわたって変化率を設定する必要があ

る将来人口推計の性質上，観測ノイズに加えて，開発など

により一時的に生じる人口変動の影響も除去する必要が

あると指摘した．さらに，混合分布による異常検知をベイ

ズ推定による平滑化に組み込むことで，従来手法で生じる

過大推計が解消されることを確認した³⁾．

2.2 小地域別転出入人口推計
これまで小地域・男女・年齢階級別の転出入人口は公開

されておらず，公開されているのはいくつかの集計値に限

定される．そのため，大佛ら⁶⁾ は，これらの集計値のみを

用いて詳細な転出入人口を推計する手法を提案した．しか

し，大佛の手法は，一部の集計値がもとの値と一致しない

ことが指摘されている⁴⁾ ．そのため，内田ら⁴⁾ は，転出入人

口推計を，移動の有無・小地域・年齢階級別の 3次元の分

割表推計として捉え，Iterative Proportional Fitting（IPF）法

を用いて，集計値に整合的な転出入人口の推計手法を提案

した．

3. 転出入を分離した小地域別将来人口推計の試行

将来の社会増減の内訳を小地域別に把握することを可

能とするため，以下の方法で転出入を分離した小地域別将

来人口推計を実施した．

まず，内田ら⁴⁾ の提案した小地域別転出入人口の推計手

法により，市区町村を越える移動を対象に，2010年～2015

年および 2015年～2020年の 5年間の小地域・男女・年齢階

級別転出入人口をそれぞれ推計し，小数第一位に対する四

捨五入により整数に変換した．

次に，内田ら³⁾ の提案した平滑化手法により，転出率お

よび転入率を平滑化した．本研究では，明確な上限値をも

つ転出には混合ベータ・二項分布を，明確な上限値をもた

ない転入には混合ガンマ・ポアソン分布を仮定した．ただ

し，これらの変化率は，5年前のコーホート別人口を基準に

設定した．混合分布のパラメータ推定には EMアルゴリズ

ムを用い，初期値の設定にモーメント法⁷⁾ を用いた．

これらを踏まえて，2020年基準の 2050年人口および

2015年基準の2020年人口を対象に，転出入を分離したコー

ホート要因法による将来人口推計を行った．また，精度比

較のため，自然増減・社会増減を分離しないコーホート変

化率法による推計をあわせて実施した．
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本研究では，表 1 に示す 4種類の平滑化手法を用いた．た

だし，基準地域の設定を要する井上手法および平均化手法

では，基準地域として都道府県および市区町村を用いた．

図 1 に，転出入を分離したコーホート要因法および社会

保障・人口問題研究所（社人研）による将来人口推計（2023

年推計）の 2050年市区町村・男女・年齢階級別推計人口の

比較を示す．図 1 より，混合分布手法，井上手法（都道府県

別）および平均化手法（都道府県別）では，推計人口が社人

研推計人口比で 10倍超となるケースがほとんど存在せず，

内田ら³⁾ と同様の過大推計の抑制効果が確認された．

図 2 は，平均化手法（都道府県別）を基準に，2020年小

地域別推計転出入人口の加重平均絶対誤差率（WMAPE）を

比較した結果である．図 2 より，転出では単一分布手法が，

転入では混合分布手法が最も高精度となった．

図  3 に，コーホート変化率法と転出入を分離したコー

ホート要因法の 2020年推計人口の精度の比較を示す．図 3

より，コーホート変化率法では，内田ら³⁾ と同様に，単一分

布手法および混合分布手法が最も高精度となった一方で，

転出入を分離したコーホート要因法ではこれらの手法の

精度が最も低くなるという相反する結果が得られた．

表 1  精度検証対象となる平滑化手法

平滑化手法 内容

単一分布手法 従来のベイズ推定による平滑化手法

混合分布手法 内田ら³⁾ の提案した平滑化手法

井上手法 Inoue⁵⁾ の提案した平滑化手法

平均化手法 基準地域の平均値を用いる手法

図 1  2050年市区町村・男女・年齢階級別推計人口の比較

4. おわりに

本研究では，転出入を分離した小地域別将来人口推計を

試行し，精度検証を行った．検証の結果，混合分布手法に

おいて，過大推計の抑制効果および転出入人口の精度向上

の両方が確認された．一方で，転出入人口に基づく推計人

口の精度が低くなった．これは，本研究で用いた転出入人

口が実績値でなく，通常のカウントデータと異なる誤差を

もつことなどに起因する可能性がある． 精度上の課題は残

るものの，本研究の推計結果は将来の社会増減の内訳を小

地域別に把握可能な点で新規性を有する．そのため，今後，

精度改善に加えてデータ活用に向けた検討も進めたい．

図 2  2020年小地域別推計転出入人口の精度比較

図 3  2020年小地域別推計人口の精度比較
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